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Intravital imaging of DSS-induced cecal mucosal damage
in GFP-transgenic mice using two-photon microscopy
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１．はじめに
　独立行政法人海洋研究開発機構（以下、

JAMSTEC と略すことがある）によって、文部

科学省の受託研究（平成 18 年度～平成 21 年

度）として「地震・津波観測監視システムの構

築」プロジェクトが取り組まれている。これは、

海溝型巨大地震である東南海地震の観測体制の

強化のためのプロジェクトであり、1944 年の

東南海地震の震源域に位置している紀伊半島沖

熊野灘を中心に、緻密なリアルタイム観測を行

う「海底ネットワークシステム」を構築するこ

とを目指している。

　このシステムは、高精度の地震計、水圧計（津

波の早期検知や海底地殻変動のモニタリングを

目的として設置）などで構成した観測点を 20

箇所設置し、全ての観測点を海底ケーブルで面

的につなぐとともに、給電とデータ伝送はリア

ルタイムで陸上局を介して行われるもので、平

成 22年度より連続観測を開始する予定である

（図１）。陸上局は、尾鷲市古江町の旧古江小学

校敷地内（講堂跡）に整備されることが決定し

ている。

　東紀州地域は「防災教育・人材育成のための

地域拠点」の不在という課題を抱えており、東

海・東南海・南海地震に対応するための人材育

成の一層の推進等が強く求められている。もし

陸上局を「防災教育・人材育成のための地域拠

点」として活用することが可能であれば、課題

の一部が解決されることが期待されるととも

に、その存在をひろく三重県内にＰＲし、また

施設を有効に活用していく上でも有効と考えら

れる。

　本研究は、文部科学省からの受託研究とし

て独立行政法人海洋研究開発機構が整備予定

の「地震・津波観測監視システム　尾鷲市古江

町陸上局」を研究対象として、同陸上局の「防

災教育・人材育成のための地域拠点」としての

活用方策に関する基本構想として、普及啓発ス

ペースの活用計画（案）を策定することを目的

としている。

地震・津波観測監視システム 尾鷲市古江町陸上局の『防災教育・
人材育成のための地域拠点』としての基本構想策定に関する共同研究　
Earthquake and Tsunami Observation System - A joint study about  fundamental plan of  Furue base 

in Owase city as "local base for education for disaster prevention and bringing up the able persons" 

浅野 聡１）　松浦 健治郎 2）　　奥野 真行 3）

Satoshi Asano１）   Kenjiro Matsuura2)　Naoyuki Okuno3)

１）三重大学大学院工学研究科建築学専攻・自然災害対策室　

　　　　　　　　Department of Architecture, Faculty of Engineering, Disaster Mitigation Office, Mie University

２）三重大学大学院工学研究科建築学専攻　Department of Architecture, Faculty of Engineering, Mie University

３）三重県防災危機管理部地震対策室　Department of Disaster Prevention and Crisis Management,Mie Prefecture

図１：地震・津波観測監視システムのイメージ
（出典：地震・津波観測監視システム̶東南海地震の観測

体制の強化̶　独立行政法人海洋研究開発機構）
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２．「地震・津波観測監視システム　尾鷲市古
江町陸上局」の概要
（１）立地場所
　尾鷲市古江町は、同市中心部より約 20km

程度離れた場所にあり、熊野灘沿岸特有のリア

ス式海岸沿いに点在する集落の一つである。陸

上局の建設予定場所は、「みえ尾鷲海洋深層水

アクアステーション」西側の高台に位置してい

る。

（２）施設の概要
　陸上局の施設規模（予定）は、鉄骨造・平

屋建て、延床面積は約 264㎡である。施設は、

システム管理のための観測・機器室、研究室な

どから構成される。その他、普及啓発のための

展示室も併設される予定となっている。普及啓

発のためのスペースは、約 100㎡程度が想定

されている。陸上局舎は、平成 22年 3月末竣

工（予定）に向けて、現在建設が進められている。

（３）整備予定場所
　陸上局は、尾鷲市古江町内の旧古江小学校敷

地内の南寄りの部分（旧講堂跡）に整備される

予定となっている（図２）。整備予定場所は、

国道 311 号沿いにあり、敷地内へは、国道よ

り進入するスロープが整備されている。同一敷

地内には、旧古江小学校校舎を活用した「おわ

せ深層水　株式会社モクモクしお学舎」がある。

旧校舎前のスペース（旧校庭）は、現在、北半

分が地元住民のためのスペースに、南半分がし

お学舎への来訪者のための駐車スペースになっ

ている。整備予定場所は、海抜約 10m程度の

場所に位置している。これは、東海・東南海・

南海地震発生時に想定される津波に対する陸上

局の安全性や利用継続を考慮したものである。

三重県が平成 16年 3月にとりまとめた、東海・

東南海・南海地震が同時発生した場合における

津波浸水予測結果によると、防潮施設等を考慮

しない場合でも、同整備予定場所における津波

浸水は予測されていない。

３．「防災教育・人材育成のための地域拠点」
としての活用方策の検討
（１）東紀州地域に特有の現状と課題
　尾鷲市古江町陸上局の『防災教育・人材育成

のための地域拠点』としての活用方策について

検討する上で、東紀州地域特有の現状と課題に

ついて、いくつかの観点から考察を行う。

１）被害想定－大津波による甚大な人的被害
　今後 30年以内の地震発生確率が 87%（政府

地震調査委員会による平成 22年 1月 1日時点

での長期評価による）である東海地震をはじめ、

東南海・南海地震等の南海トラフを震源とする

海溝型巨大地震は、将来必ず発生し、三重県に

大きな影響を与える地震である。

　三重県が平成 17年 3月にとりまとめた地震

による被害想定結果によると、東海・東南海・

南海地震が同時発生した場合、三重県内での人

的被害（死者）は、約 4,800 人に及ぶと想定

されている。約 1,700 人は強震動による死者

であり、約 3,100 人は津波による死者（地震

が早朝に発生し、防潮施設等が機能する一方、

住民の津波避難意識が「低い」場合を想定）で

ある。このうち、東紀州地域（ここでは、紀北

町から紀宝町にかけての地域のことを指す）に

おける被害の特徴は、地震発生後短時間のうち

に沿岸に来襲する大津波によって、甚大な被害

が想定されていることである。東紀州地域にお

ける津波による死者（1,738 人）は、県内全体図２：尾鷲市古江町陸上局の整備予定場所
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の津波による死者（3,147 人）の半数超を占め

ている。一方、住民による津波からの避難意識

が高まれば、東紀州地域においては、それだけ

で津波により想定される人的被害が約半分程度

にまで軽減されることもあわせて提示されてい

る。津波避難意識の向上による東紀州地域にお

ける被害軽減（減災）分は、県内全域のそれの

約半数程度を占めている。津波に関する啓発や

意識向上が、被害軽減のためにいかに重要かを

示している。

２）地域社会－過疎化・高齢社会の進行
　地域社会の観点から、東紀州地域において現

状及び今後の課題として考えられるのは、「地

域全体で過疎化、高齢化が進行」していること

である。国立社会保障・人口問題研究所による

「日本の市区町村別将来推計人口（平成 20 年

12 月推計）」によれば、東南海地震の発生可

能性が確率的に最も高くなる 2035 年頃、東紀

州地域の全体人口は、現在の約 6割程度にま

で減少すると推計されている。また、65 歳以

上の高齢者が社会に占める割合は、2005 年の

31.2% から、30 年後の 2035 年には 45.1% に

まで上昇すると考えられ、社会の「約半数」を

高齢者が占める状況となる。すなわち、超高齢

社会の状況の中で、大規模地震を迎える可能性

が高くなっており、地域を復旧・復興させるこ

とが困難となる可能性も指摘されている。

３）立地条件－様々な面で大きなハンディ
　以上のような課題のほか、地理的かつ根本的

な問題として、三重県の県都である津市と東紀

州地域との間には、100kmを超える距離や複

数の峠が立ちはだかっていることがあげられ

る。同地域に至る主要幹線道路は国道 42号一

本のみである等、交通インフラの整備は大きく

遅れている。東紀州地域は、東京からの「時間

距離」が約 13時間であり、「情報収集」や「人

的交流」等、立地条件に関する様々な面で大き

なハンディが存在している。

（２）東紀州地域における「防災教育・人材育
成のための地域拠点」の現状と課題

　上述したような、東海・東南海・南海地震の

発生により想定される甚大な被害を軽減するた

めには、住民・地域レベルでの「自助・共助」

による地震防災の取組が必要不可欠である。一

方で、今後三重県全体が立ち向かうべきこれら

の海溝型巨大地震は、今後ある一定期間内には

必ず発生し、三重県に大きな影響を与える地震

であるが、東海地震については、「いつ起こっ

てもおかしくない」といわれつつ、東南海・南

海地震等の発生可能性が確率的に最も高くなる

のは、今から約 30年程度先であるともいわれ

ている。

　今後、減災対策が推進、促進されていくには、

住民・地域レベルでの「自助・共助」による地

震防災の取組が「持続可能」である必要がある。

そして、その実現のためには、以下に例示する

ように、「複数の流れ」による地域防災力を継

続的に向上させるための「異なる世代」での人

材の育成・確保が極めて重要である（図３）。

 　地域防災力を継続的に向上させるためには、

「ヒト」、「コト・モノ」の観点からの取組が必

要である。まず「ヒト」の観点について、地域

における防災に関する人材育成や普及・啓発の

現状について概略を把握することを目的とし

て、平成 21 年 10 月 26 日に尾鷲市役所防災

危機管理室からのヒアリングを実施した。その

結果、地域住民への周知・啓発はもとより、特

に児童への防災教育を重要視しており、学校現

場における防災教育を市と県との連携により実

施していること、今後の方向性として、防災教

育を継続的なものとして推進していくために、

現在

2009年

「次の地震」までの残された時間（30年程度と
想定）における社会的な防災への盛り上がり

「一つ前の地震」を経験する前の世代から、いまの世代、
次の世代への意識の継承

図３：地域防災力を継続的に向上させるための「複数
の流れ」による「異なる世代」での人材の育成・確保
のイメージ
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上述の「海学」的な要素も含めた定期的な総合

学習の場の実現について模索していることがわ

かった。次に、「コト・モノ」に関して、現状

をみてみると、防災に関する人材育成のための

より多種多様なプログラムや地震防災啓発を目

的としたイベント等は、県庁所在地である津市

を中心として展開されており、東紀州地域を基

準とすれば、地理的・距離的なハンディがある

と考えられる。さらに、これは、東紀州地域に

限ったことではないが、『防災教育・人材育成

のための地域拠点』は、同地域には不在である

のが現状である。

　以上のようなことを考慮すると、住民・地域

レベルでの「自助・共助」による地震防災の取

組が「持続可能」であるとともに、地域防災力

が継続的に向上していくためには、「ヒト」と

いう観点から、地域における取組が推進されて

いくとともに、その取組がより効果的に推進さ

れていくための枠組みの一つとして、「コト・

モノ」という観点から、『防災教育・人材育成

のための地域拠点』の存在が必要である。

（３）古江町陸上局における「防災教育・人材
育成のための地域拠点」としての活用の意義と
可能性
　以上のように、東紀州地域に共通する課題と

して「防災教育・人材育成のための地域拠点」

の不在があげられる。「地震・津波観測監視シ

ステム」によって得られた成果等を活用しなが

ら、古江町陸上局を「防災教育・人材育成のた

めの地域拠点」として活用することが可能であ

れば、その意義は大変に大きく施設が有効に活

用されることが期待される。また「海学」の観

点から「おわせ深層水　株式会社モクモクしお

学舎」や「みえ尾鷲海洋深層水アクアステーショ

ン」と連携することにより、より多くの市民等

によって有効に活用される地域拠点にもなりう

ると考えられる。

４．「地震・津波観測監視システム　尾鷲市古
江町陸上局」における普及啓発スペースの活用

計画（案）の提案
（１）普及啓発スペースの活用計画（案）の検討
１）活用主体と活用テーマ
　古江町陸上局を活用する視点から活用主体と

活用テーマについてまとめると、まず活用主体

としては「古江町地区住民と自主防災組織」、「尾

鷲市民（東紀州地域県民を含む）」、「尾鷲市内

の小学校・中学校・高等学校の教員と生徒」、「観

光客」が考えられる。

　次にそれぞれの主体の活用テーマとしては、

「古江町地区住民と自主防災組織」および「尾

鷲市民（東紀州地域県民を含む）」による「自

主防災組織の会議、防災に関する勉強会・講演

会・ワークショップ」、「尾鷲市内の小学校・中

学校・高等学校の教員と生徒（東紀州地域の小

学校・中学校・高等学校の教員と生徒を含む）」

による「防災学習」（小学校の場合は総合学習

の一環として）等が考えられる。

　また、陸上局には「海学」という観点から共

通する施設（「おわせ深層水　株式会社モクモ

クしお学舎」「みえ尾鷲海洋深層水アクアステー

ション」）が近接して立地しており、これらの

施設とも連携して活用をはかることにより、よ

り多くの市民等が有効に活用することが可能と

考えられる。JAMSTEC は、地震や津波のみな

らず海洋生物や気候変動など「海学」全般につ

いても幅広い研究成果を有しており、「海洋深

層水」も含めて熊野灘の「海学」についても併

せて情報提供することが可能といえる。従って

活用テーマの補足として「古江町地区住民と自

主防災組織」、「尾鷲市民（東紀州地域県民を含

む）」、「尾鷲市内の小学校・中学校・高等学校

の教員と生徒（東紀州地域の小学校・中学校・

高等学校の教員と生徒を含む）」による「海学

に関する勉強会・講演会・ワークショップ」、

また「観光客」による「海洋深層水イベント」

が考えられる（表１）。なお災害時においては、

「古江町地区住民・古江町地区施設の従業員・

観光客」が「一時避難場所」として活用するこ

とが考えられる。
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２）提供主体と提供テーマ
　次に提供する視点から提供主体と提供テーマ

についてまとめると、まず提供主体としては

「JAMSTEC」「三重県」「尾鷲市」「（株）モクモ

クしお学舎」「三重大学」が考えられる。

　次に提供テーマとしては、「JAMSTEC・三重

県・尾鷲市・三重大学」による「自然災害（地

震・津波）系テーマ」、「JAMSTEC・三重大学」

による「海学系テーマ」、「（株）モクモクしお

学舎・みえ尾鷲海洋深層水アクアステーション・

尾鷲市・三重県・三重大学」による「海洋深層

水系テーマ」が考えられる（表１）。

　以上のように提供テーマは３テーマにまとめ

ることが出来、これらのテーマが活用主体に

よって適宜選択出来るように提供することが出

来れば、陸上局が有効に活用されるものと考え

られる。

３）活用のイメージ
①展示室の平面計画
　現在の展示室の平面計画案について、整理す

る。展示室は大きく２つに分割ができるように

設計されている。天井高は 3000mmで、一部

3500mmとなっている。開口部は東面：４カ

所、南面：４カ所、西面：２カ所であり、全て

幅 800mm、高さ 2160mmである。展示室と

玄関ホールは連続的に空間が続くように設計さ

れている。

②活用のイメージ
　展示室の活用イメージについて、大きく３つ

の使い方を想定する。

ａ）活用案１：２室利用（展示＋講座）
　まず、２つの可動間仕切り壁を設置すること

によって、２室空間とする使い方が考えられる。

玄関ホールと隣接する手前の空間を展示空間、

奥の空間を講座ができるような空間としてレイ

アウトを検討した（図４）。

　手前の展示空間の壁面には展示ケースと展示

パネルを置くことができる。また、展示室の中

央部には大きな展示ケースの設置が効果的であ

る。展示空間の奥には液晶テレビとDVDプレー

ヤーを設置し、防災や海に関する多くの映像ラ

イブラリーを自由に視聴できるようにした。

表１：「地震・津波観測監視システム　尾鷲市古江町陸上局」における普及啓発スペースの活用計画（案）
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　奥の講座ができる空間には、36 名程度が収

容できる椅子とテーブルを設置した。プロジェ

クターによる講義を想定して、天井据え付けの

プロジェクター、スクリーン、スピーカー、操

作盤を設置した。ＴＶ会議システム等の機能拡

充も考えられる。

ｂ）活用案２：２室利用（展示＋ワークショップ）
　２室利用（講座＋展示）と基本的には同じで、

玄関ホールと展示空間の間の間仕切り壁をなく

し、一体の空間とした。また、奥の空間を講座

ではなく、ワークショップができるようなレイ

アウトを検討した。具体的には 12人グループ

で議論ができるように、テーブル、椅子、ホワ

イトボードを２組レイアウトした。

ｃ）活用案３：１室利用（展示＋α）
　間仕切り壁を取り払えば、１室としても活用

できる。例えば、壁面に展示物を配置すれば、

広い空間ができるため、講座・ワークショップ・

イベント等の多目的な利用が可能となる。

（２）実現に向けて

１）「（仮）尾鷲市古江町陸上局運営協議会」の
準備と立ち上げ
　表１にまとめた活用計画（案）を実現するた

めには、まず関係者（JAMSTEC・尾鷲市・三重県・

三重大学等）で準備会を設け、検討することが

必要である。準備会における検討を通じて、活

用計画（案）実施の見通しがたった後には、準

備会を「（仮）尾鷲市古江町陸上局運営協議会」

として発展的に解消し、同協議会における検討

を通じて、年度ごとの活用計画の策定、活用事

業の実施、活用結果の振り返り（成果と課題の

洗い出し）などに取り組むことが必要である。

また地域住民とは、日常時および災害時の陸上

局の活用や管理に関する協力体制づくりを構築

することも必要と考えられる。

２）段階的な充実と展開
　活用計画の内容は、表１に示した内容につい

ては短期的（１～３年）あるいは中期的（３～

５年）的には概ね一通り整備されることを目指

すとともに、長期的（５～ 10年）には内容が

より深化するように、段階的に充実、展開させ

るように配慮することが必要である。なお長期

的には、和歌山県沖（紀伊半島潮岬西方）にも「地

震・津波観測監視システム」が整備される予定

であり、両システムの連携による提供内容の充

実化をはかることも可能と考えられる。

図４：展示室の平面図・断面図（２室利用（展示＋講座））

操作盤 スクリーン（120 インチ）
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Table 1 Cutting conditions of the experiments 

Work S45C (Ferromagnetic) 
Cutting speed V

[m/min] Feed f [mm/rev] 

115 130 0.077 0.153 0.307 

Cutting depth 
[mm] 

0.25 
0.5  

1.0   

1.5   

Work A5056 (Non magnetic) 
Cutting speed V

[m/min] Feed f [mm/rev] 

70 78 0.077 0.153 0.307 
Cutting depth 

[mm] 
0.5   

UTi20T  G4 

Fig. 2  The three components of cutting resistance 

Fig. 3  Apparatus used for the measurement of 
leaked magnetic flux vectors 
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Fig. 4  Distribution of leaked magnetic flux vectors at the 
surface of the tool after demagnetizing. The maximum 
magnetic flux densities are (a) 0.038 and (b) 0.183mT
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Fig. 5  Relationship between cutting speed and the three 
components of cutting resistance,  Fc Fs Ft
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Fig. 6  Distribution of leaked magnetic flux vectors at the 
surface of the UTi20T tool after cutting S45C under 
f=0.307mm/rev.  The maximum magnetic flux densities 
are (a) 0.037, (b) 0.183 and (c) 0.150mT 
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Fig. 10  Distribution of leaked magnetic flux vectors at 
the flank face of the tool after cutting S45C, t=0.5mm, 
f=0.307 mm/rev 
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/
Phase-Separation Behavior of Fumed Silica/ Diblock Copolymer

Composites
1) 1) 2) 2) 2)

Shunsuke Suzuki1) Naoya Torikai1)

Mitsunori Asada2)       Yohei Kamata2)   Takahiro Ishii2)
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Improvement of Seasonal Energy Consumption Prediction  
for Air-conditioners of Business Use 

1) 1) 2) 2) 2) 3)

Masafumi Hirota 1)  Hidetoshi Miyata 1)  Choyu Watanabe 2)  Masahiko Tokuda 2)

Hiroshi Nakayama 2)  and  Yoichi Miyaoka 3) 

Annual Energy Consumption, Multi-type Air-conditioners for Buildings,  
Partial Thermal Load Performance, Coefficient of Performance, JIS 

30 40
(1)

10 kW

2005

28 kW

EHP 85kW GHP

2006

APF Annual Performance Factor

JIS

56 kW

1

JIS

JIS

COP =

(2)(3) APF

(4) EHP

1 1

1) Department of Mechanical Engineering, Mie University 
2) Energy Application R&D Center, Chubu Electric Power Co., Inc. 
3) Nagoya Branch, Chubu Electric Power Co., Inc. 

�������

�
�
�
�
�
�

Title:*1共同研究成果報告095～ Page:109  Date: 2010/12/04 Sat 09:28:10



Fig. 1  Schematic diagram of testing apparatus 

Table 1  Specifications of testing apparatus 

Types of Tested 
Air-Conditioners 

Multi-type,  Packaged 

Cooling
Capacity 

8  56 kW 

Heating 
Capacity 

10  67 kW 

Humidifying 
Capacity 

Max. 0.035 m3/h

Test Range 

Air-flow rate 10  160 m3/min

Indoor Air 
+2  +50 
30  90% RH 

Range of 
Temperature and 

Humidity Outdoor Air 
-20  +60 
30  90% RH 

Indoor
11.8 m (L)  8.8 m (W) 

 4.0 m (H) 
Dimension

Outdoor
16.8 m (L)  16.4 m (W) 

 11.7 m (H) 

1 4

56 kW 67 kW

(2)

56kW 63kW

Table 2  Conditions of partial load tests 
Type of 

Test 
Outdoor Air Temperature 

D.B.T. / W.B.T. 
Thermal Load 

Ratio (%) 
20  / - 25, 50, 75, 100 
25  / - 25, 50, 75, 100 
30  / - 25, 50, 75, 100 

Cooling

35  / - 25, 50, 75, 100 
2  / 1  25, 50, 75, 100 
7  / 6  25, 50, 75, 100 Heating

12  / 11  25, 50, 75, 100 

Table 3  Conditions of performance tests provided in 
JIS B 8616:2006 

Cooling Performance Tests 
Outdoor Air Indoor Air 

Capacity 
D.B.T. W.B.T. D.B.T. W.B.T.

Rating 35 - 27  19 
Half (50 %) 35 - 27  19 

Heating Performance Tests 
Outdoor Air Indoor Air 

Capacity 
D.B.T. W.B.T. D.B.T. W.B.T.

Rating 7  6  20 
15
(max)

Half (50 %) 7  6  20 
15
(max)

Standard 
(Low temp.) 

2  1  20 
15
(max)

2

1

1

4

2

20 35

25 100 0.85

27

2 /1 12 /11

25 100

outdoor units

a/c unit
thermal

load eqpt.
air to ther-
mal load

discharged
air

ai r chamber

indoor
units

indoor test room outdoor test room

a/c unit

air flow
meter

refrigerant pipingair to
indoor
units
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Fig. 3  COP measured in partial load performance tests 

BLc /Fcr BLc Fcr

tj (3)

COP

COP 100%

50%

25%

3(b) COP Chp tj

50% 25%

COP

2 COP

4

COP

3

JIS

JIS COP

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

-8 -4 0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40
t j

BL
h

kW
   

   
   

   
  B

L c
kW

Detach ed Shop

Office

�������

�
�
�
�
�
�

Title:*1共同研究成果報告095～ Page:111  Date: 2010/12/04 Sat 09:28:11



10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

40

25 0

1

2

3

4

5

6

C
cp

 [-
]

BL c /F cr  [%]

t j  [ ]

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

-3

12 0

1

2

3

4

5

6

C
hp

 [-
]

BL h /F hr  [%]

t j  [ ]
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

40

25 0

1

2

3

4

5

6

C
cp

 [-
]

BL c /F cr  [%]

t j  [ ]

I

II

III

IV

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

-3

12 0

1

2

3

4

5

6

C
hp

 [-
]

BL h /F hr  [%]

t j  [ ]

I

III

IIIV

 (a) Cooling operation 

 (b) Heating operation 
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Table 4  Testing Conditions for New Evaluating 
Method 

 Cooling tests Heating tests 

No. Outdoor 
air temp.

Thermal 
load ratio 

Outdoor 
air temp. 

Thermal 
load ratio

I 35  100 % 2  100 %
II 35  50 % 2  50 %
III 25  50 % 7  50 %
IV 25  25 % 7  25 %

(a) Cooling operation 

(b) Heating operation 
Fig. 5  COP surfaces formed by the new testing 

conditions 

I, II, III, IV

50 COP

I, II, III 3

50 COP

II, III, IV

COP JIS

COP

�������

Title:*1共同研究成果報告095～ Page:112  Date: 2010/12/04 Sat 09:28:12



0

1

2

3

4

5

6

7

15 20 25 30 35 40
t j

C
cp

-

0

20

40

60

80

100

120

140

160

Ti
m

e 
of

 a
pp

ea
ra

nc
e 

h

JIS
Measured
New method

0

1

2

3

4

5

6

-8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10
t j

C
hp

-

0

20

40

60

80

100

120

140

160

T
im

e 
of

 a
pp

ea
ra

nc
e 

h

JIS
Measured
New method

0

1

2

3

4

5

6

20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40
t j

C
cp

-

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

Ti
m

e 
of

 a
pp

ea
ra

nc
e 

h

JIS
Measured
New method

0

1

2

3

4

5

6

-8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10 12 14
t j

C
hp

-

0

50

100

150

200

250

Ti
m

e 
of

 a
pp

ea
ra

nc
e 

h

JIS
Measured
New method

(a) Cooling operation 

(b) Heating operation 
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Table 5  Prediction errors included in seasonal 
energy consumption efficiencies and APF 

Building
use

Office Detached shop 

Evaluation 
method

JIS
New

method
JIS

New
method

Cooling + 9.7 % - 2.9 % + 14.7 % + 0.6 %
Heating + 57.1 % - 8.7 % + 2.2 % + 1.9 %

APF + 21.8 % - 4.9 % + 6.2 % + 1.5 %

COP

COP

JIS

7

6(a) JIS

COP

COP

COP

JIS

6(b)

JIS COP

COP

5 JIS

APF

JIS

57 APF 20

APF

5

JIS APF 6

1.5

4

COP COP

EHP

APF JIS 5

(1) 

2007 .

(2) 

1

EHP

Vol. 24, No. 4, 1 (2007). 

(3) 

2 EHP GHP

Vol. 26, No. 3, 225 (2009). 

(4) 

15 (2009). 

(5) JIS B 8616:2006

 (2006). 
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１．はじめに
　本稿は、四日市港管理組合と三重大学都市計

画研究室との共同研究である「市民に親しまれ

る四日市港づくりのための市民ワークショッ

プ」の内容を取りまとめたものである。

　四日市港管理組合から本ワークショップのお

話を伺った時には、正直な所、難しい課題だと

感じた。四日市港を市民が親しまれる港にして

いきたいという話だったと記憶しているが、現

在、稼働中の工業港に市民が足を運ぶ必然性を

感じられなかったためである。霞ヶ浦地区には、

霞ヶ浦緑地や四日市ドームなどがあり、市民が

集える空間整備がされているが、いわゆる旧港

と呼ばれている地区には、潮吹き防波堤や末広

橋梁などの近代化遺産はあるものの、資源が点

在しており、平日には貨物用トラックなどが行

き交うことから、四日市市民にはなじみの薄い

地区である。四日市市民にとって、旧港は遠い

存在であり、週末に遊びに行く対象として考え

にくい場所と言える。

　このようなネガティブなイメージを抱きなが

ら、市民ワークショップを企画したわけだが、

参加者からの積極的な意見や提案に耳を傾けて

いく内に、旧港をなんとか市民に親しまれる港

にしていく方策を検討していきたいと考えるよ

うになった。

　２回に分けて行ったまち歩きを踏まえて行っ

た２回のアイデア検討の結果を基にして、最終

的に 100 のアイデアをカード形式として取り

まとめることが出来た。問題点を改善するアイ

デアや空間資源を活かすアイデアまで多様なア

イデアが参加者から出された。これらのアイデ

アの中には実現不可能に思われるものや、すぐ

に実現が可能なものまで様々である。

　来年度以降、すぐにできそうで、かつ効果的

だと思われるアイデアの実現化に向けた取り組

みを官民協働で実施していくことが重要であ

る。また、100 のアイデアを市民に発表する

機会を積極的に設けて、今年度の取り組みの輪

を広げていくことが大切である。仮説的に提示

したシナリオや実施主体については、さらなる

検討が必要と思われる。

　なお、本稿では紙面の都合上、報告書１）の

一部を抜粋して紹介する。

２．活動経過の概要
　第１～２回ワークショップでは、四日市港北

東方面・四日市港南方面のまち歩きにより、地

域資源を発見した。第３回ワークショップでは、

まち歩きの結果を踏まえて「市民に親しまれる

四日市港づくりのためのアイデアカード」の検

討を行った。第４回ワークショップでは、これ

市民に親しまれる四日市港づくりのための市民ワークショップ 

The citizen workshop to make Yokkaichi Port familiar to citizen

松浦健治郎１）

Kenjiro Matsuura1)

１）三重大学大学院工学研究科建築学専攻　Department of Architecture, Faculty of Engineering, Mie University
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までの検討結果を踏まえて「市民に親しまれる

四日市港づくりのためのアイデアカード（案）」

を発表し、修正意見を検討した。

（１）第１回市民ワークショップ
　3つのグループに分かれて四日市港北東方面

のまち歩きを実施した。まず、各グループに分

かれて、まち歩きのルートを決定し、発表係・

カメラ係等の役割分担を決めた。グループ会議

の後、1時間半ほどかけてまちを歩いた。10

分休憩の後、見てきたもののまとめを行った。

具体的には、資源だと感じたもの、問題だと感

じたものを模造紙に書き込んでいった。最後に

グループ毎の全体発表が行われた。

（２）第２回市民ワークショップ
　3つのグループに分かれて、四日市港南方面

のまち歩きを実施した。まず、各グループに分

かれて、まち歩きのルートを決定し、発表係・

カメラ係等の役割分担を決めた。グループ会議

の後、1時間半ほどかけてまちを歩いた。10

分休憩の後、見てきたもののまとめを行った。

具体的には、資源だと感じたもの、問題だと感

じたものを模造紙に書き込んでいった。最後に

グループ毎の全体発表が行われた。

（３）第３回市民ワークショップ
　２回のまち歩き結果の発表を行った後に、3

つのテーマ（広報・アクセス、イベント、スポッ

ト整備）に分かれて、これまでの結果を元にま

ちづくりのアイデアカードの検討を行った。具

体的には、各テーマ毎にまち歩きで出た意見を

基にしたアイデアカードを元に、加筆修正意見

を検討した上で、アイデアカードについて効果

的だと思われるカードを一人１０個程度選んで

シールを貼ることによって、重要なアイデア

カードの抽出を行った。次に多く貼られたカー

ドについて、１）段階（短期（１～３年）・中

期（３～１０年）・長期（１０～３０年））、 ２）

役割（誰がやるか）、３）実現化するための課題、

を検討した。最後にグループ毎の全体発表が行

実施日

まち歩き（四日市港北東方面方面）

まち歩き（四日市港南方面）

・アイデアカードの加筆修正意見の検討

・重要なアイデアカードの抽出

・重要なアイデアカードの実現シナリオの検討

・アイデアカードの最終案の発表

・最終案に対する修正意見の検討

・重要なアイデアカードの実現シナリオの検討

2009 年

11 月 21 日

2009 年

12 月 13 日

2010 年

１月 21 日

2010 年

３月４日

第 1回

ワークショップ

第 2回

ワークショップ

第 3回

ワークショップ

第 4回

ワークショップ

検討内容

まち歩きによる資源・問題点の発見

市民が四日市港を訪れるためのアイデアの検討

図１：ワークショップの流れ
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われた。

（４）第４回市民ワークショップ
　前回のワークショップの結果発表を行った後

に、アイデアカードの最終案の発表があった。

後半は、3つのテーマ（広報・アクセス、イベ

ント、スポット整備）に分かれて、アイデア

カードの最終案に対する修正意見の検討が行わ

れた。

参考文献
１）三重大学都市計画研究室・四日市港管理組

合：「市民に親しまれる四日市港づくりのため

の市民ワークショップ」報告書（2010）

写真１：ワークショップの風景
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図２：第１回ワークショップまち歩きのまとめ（Ａチーム）
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潮吹橋跡

稲葉翁記念公園

相生橋

潮吹防波堤

左：波止改築記念碑
右：稲葉三右衛門君彰功碑

思案橋跡

潮呼橋跡
・住宅にあるような
塀があって分かりに
くく、入りにくい。
・塀を取り払うか、入
り口に看板等が必要
ではないか。

運河跡の公園
・開栄橋の東には運河跡が公園になっている。
・公園を来街者向けの駐車場にできないか？
・船を停泊させるための金具が残されているが、案内
もなく分かりにくい。

・昔からある閑静な住宅地

納屋防災緑地
・住宅に近接しており、イベ
ント等を開催すると苦情が
出るかもしれない
・300ｍほどの細長い緑地
でイベント等の開催に良さ
そう。

大入道山車倉庫
・倉庫に収納されており、外
からは見えないのが残念。
・入り口の一部にガラス等を
設けて、内部が見えるように
できないか。
・案内看板も文字が消えてお
り、要修復。

旧港周辺
・デートスポットになりそう
・街灯が少なく、イメージが暗い
・お金をかけて整備した公園なのに駐車場やベンチがな
い
・記念碑まわりの足場が悪く。柵もないので危険
・記念碑から灯台まで通行禁止となっており、灯台方向か
らしか文字が見えない記念碑に気づかない人が多いと思
われる。
・記念碑付近を市民が安心して散策できるように整備し
てもらいたい
・カップルが歩くにはいい距離
・季節によって景色の変化を感じられそう。
・工事用船舶が停留している
・全体的にPR不足で市民の関心が薄い

Aチームまち歩きのまとめ1/2
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港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

港市日四 づくりの
市民に親

しまれる

市民

コンビナートと港の

夜景のきれいな四日市港

コンビナート施設の

イメージアップ（夜景など）

駐車場

土日だけでも良いので駐車場

に利用できる場所を探す

（企業さんの駐車場利用など）

近鉄駅からの眺望（東方向・

海側）。コスモの煙突ではなく

ポートビルのような建物。

伊勢湾の眺めを売りにしたも

のを

市民が自由に気楽に訪れる

ことができるような案内図や

ルートを製作し、PRする。

マップの作成

マップや看板の作成

全ての史跡を廻ればポート

ビル 14 階の入場料を無料と

するようなイベントを考える

必要あり

魚釣公園やウォーキング

コースの整備

・釣り場

・歩ける雰囲気づくり

無料休憩所、トイレなどの

設置

山歩きの所によくあるような

地図と歩くと何分とかの

看板をたてる

歴史ある施設が多く残さ

れているのが分かった

看板が少ない

案内不足

市街地からの動線が長い

駐車場がない。

交通の便が悪い。

国道 23 号線で東西が分断されているイメージ

来街者のアクセスの問題

住宅地のイメージ
マップ・案内板づくり

休憩所

広報・PR

釣り・ウォーキング
・イベント

夜景を活用 ランドマーク・眺望
まち歩きの感想アイデアカードの検討

散策する上での課題

歴史的資源

ランドマーク

コスモの煙突

（ランドマーク）

ランドマークとしては

イメージダウン

静かで良い

民家との混在

民家が入り組んだ路を散策するの

に了解が必要だと思う

大人数の散策には向いていないと思う

ゴチャゴチャした感じ（住宅地）

車で入りにくい

コミュニティの強さを感じる

少人数で散歩するには良い

史跡がバラバラ。

番号を付けて連携すべき

散策コースなどの設定があれば利用しやすくなると思う

（PR不足）

駐車場の確保

関連企業の協力により土日に

駐車場を提供してもらう

市報の活用

語り部

中心となる観光スポットを

決めて、そこから各地に

誘導するように

コアとなる施設 or 場所を

整備する（駐車場・入り口・

ルート）。潮吹防波堤：価値

あり。見るに値する。面白い

駐車場の整備

四日市駅からの定刻バス

を運行させる

中部空港への

アクセスポートを

Aチームまち歩きのまとめ2/2

駐車場・アクセスの確保
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図３：市民に親しまれる四日市港づくりのための 100 のアイデア集の一部その１

　現役唯一の可動鉄道橋である末広橋梁や、

潮吹き防波堤などの貴重な文化財を有し、現

在も産業活動を続ける四日市旧港。平日には

貨物トラックが行き交い、市民が親しめる空

間にはなっていません。しかし、港の歴史や

文化に想いを巡らしながら、四日市旧港を訪

れてみると、日常とは違う発見があるかもし

れません。四日市旧港が市民に親しまれるよ

うになるためには、どうしたらいいのでしょ

うか。

　そこで、地域住民・港内企業の社員・行政

職員等の協働作業によって、市民に親しまれ

る四日市港づくりのための１００のアイデア

がまとめられました。このアイデア集をきっ

かけにして、より多くの市民に四日市旧港を

知ってもらい、市民に親しまれる港づくりの

次のステップへ躍進することを期待します。

は　じ　め　に

アイデア名称 イメージ図
アイデアの名称を示
しています。

アイデアのイメージを、図や
写真を用いて表現しています。

場所を特定できるアイデアについ
て、アイデアを実現できる可能性の
高い場所を示しています。

アイデアの具体的な内容や、実現す
るためのシナリオや課題などを整理
しています。

アイデアを実施する
可能性の高い主体を
示しています。

アイデアを実施する
時期を示します。

アイデアの番号を示
しています。

アイデアの重要度を、
３段階で表現してい
ます。

アイデアの分類を示
しています。下へい
くほど詳細な分類に
なります。

アイデアカードの読み方 シナリオ アイデアの場所

実施主体

実施時期

番号

重要度

分類 知ってもらう

広報を
充実させる

四日市旧港を
知ってもらう

重要度：●●●

フィルム・コミッションを立ち上げて
四日市旧港を舞台にしたドラマや映画
を誘致する

アイデア
の場所

実施主体

実施時期

シナリオ

中長期

公的な組織（観光
協会、四日市市役
所観光課、商工会
議所、四日市大学
等）

観光協会、四日市市役所観光課、商工会議所、四日市大学等の公的な
組織を中心としたフィルム・コミッションを立ち上げて、四日市旧港
を舞台にしたドラマや映画を誘致することによって、全国的に四日市
旧港をＰＲします。そのためには、映画やドラマの舞台になることが
想定される倉庫の保全が必要となり、倉庫保全のための施策を検討す
ることが求められます。

市民に親しまれる
四日市港づくりのための

アイデアカード

1/100

実施日

まち歩き（四日市港北東方面方面）

まち歩き（四日市港南方面）

・アイデアカードの加筆修正意見の検討
・重要なアイデアカードの抽出
・重要なアイデアカードの実現シナリオの検討

・アイデアカードの最終案の発表
・最終案に対する修正意見の検討
・重要なアイデアカードの実現シナリオの検討

2009 年

11 月 21 日

2009 年

12 月 13 日

2010 年

１月 21 日

2010 年

３月４日

第 1回
ワークショップ

第 2回
ワークショップ

第 3回
ワークショップ

第 4回
ワークショップ

検討内容

まち歩きによる資源・問題点の発見

市民が四日市港を訪れるためのアイデアの検討

知ってもらう 来てもらう 楽しんでもらう

四日市旧港を
知ってもらう

アクセスを
整備する

自動車による
アクセスを整備する

公共交通機関による
アクセスを整備する

船によるアクセス
を整備する

近鉄四日市駅・
ＪＲ四日市駅
と四日市旧港
を結ぶ

イベントを開催する

空き倉庫を活用する ランドマークを
整備する

オープンスペースを
充実させる

歴史的遺構を
活用する

スポットを整備する

観光のための環境づくりをする

歴史的遺構を活用した
イベントを開催する

海や船を活用した
イベントを開催する

アートを活用した
イベントを開催する

その他のイベントを
開催する

JR 四日市駅から四日市港
までのアクセス空間を整備する

：観光ゾーン
：工業ゾーン
：住宅ゾーン

観光・交流ゾーンの設定

稲葉翁記念公園付近を
安全に散策できるように

JR 四日市駅に
四日市港をＰＲ
する仕掛けを施す

来街者用駐車場の確保

納屋運河周辺を水と緑と
歴史の軸にする

快適に散策できる
プロムナードづくり

潮吹防波堤の上を
歩けるようにする

倉庫群周辺の
空き倉庫の活用

運河周辺の
親水空間整備

ボードウォークの延伸 観光回廊をつくる

第一埠頭を
芝生広場に

旧管理組合庁舎
の活用

潮呼橋の場所を分かり
やすくする

納屋防災緑地を
市民の集う広場に

末広橋梁・
臨港橋の活用

市民に親しまれる
四日市港づくりのための

100のアイデア集

市民に親しまれる四日市港づくりのための 100 のアイデア集

2010 年 3月発行

編集：三重大学　都市計画研究室
　　　松浦　建治郎
　　　小野　晋平
　　　鈴木　悠平

発行：四日市港管理組合（振興課）
〒510-0011　三重県四日市市霞二丁目 1-1
☎059-366-7022
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図４：市民に親しまれる四日市港づくりのための 100 のアイデア集の一部その２

知ってもらう

広報を
充実させる

四日市旧港を
知ってもらう

重要度：●●●

フィルム・コミッションを立ち上げて
四日市旧港を舞台にしたドラマや映画
を誘致する

アイデア
の場所

実施主体

実施時期

シナリオ

中長期

公的な組織（観光
協会、四日市市役
所観光課、商工会
議所、四日市大学
等）

観光協会、四日市市役所観光課、商工会議所、四日市大学等の公的な
組織を中心としたフィルム・コミッションを立ち上げて、四日市旧港
を舞台にしたドラマや映画を誘致することによって、全国的に四日市
旧港をＰＲします。そのためには、映画やドラマの舞台になることが
想定される倉庫の保全が必要となり、倉庫保全のための施策を検討す
ることが求められます。

市民に親しまれる
四日市港づくりのための
アイデアカード

1/100

楽しんでもらう

イベントを
開催する

歴史的遺構を
活用したイベント
を開催する

重要度：●●●

近鉄 日市駅

来てもらう

語り部の案内で四日市旧港を歩く

アイデア
の場所

実施主体

実施時期

シナリオ

現在もやっている

み な と サ ポ ー
ター、四日市観光
協会

四日市旧港を語り部に、歴史や文化について案内してもらいながら散策
します。このような取り組みは、みなとサポーターによって、実施され
ており、また四日市観光協会は年に数回バスツアーに組み込んだ形で実
施されています。しかし継続的な実施には、語り部の体制を維持するマ
ンパワーが必須となります。また、様々な人に来てもらうにはルート内
の安全確保や、バリアフリー化が求められます。

市民に親しまれる
四日市港づくりのための
アイデアカード

34/100

楽しんでもらう

スポットを
整備する

オープンスペース
を充実させる

重要度：●●●

プロムナード沿いや船の見える場所
にベンチやテーブルを設置する

アイデア
の場所

実施主体

実施時期

シナリオ

中長期

公的な組織（観光
協会、四日市市役
所観光課、商工会
議所、四日市大学
等）

市民が日常的に散歩をしたり、観光客が散策を楽しんだりする際に休
む場所が必要ですが、四日市港周辺には落ち着いて一息つく場所が少
ない現状にあります。そのため、プロムナード沿いや船の見える場所
にベンチやテーブルを設置します。設置は四日市港管理組合が行い、
清掃等は地元住民等が協力します。高波や台風の際に流されないよう
にアンカー付きの物を設置し、津波等の場合は人々に危険を知らせる
警報装置の設置が求められます。

市民に親しまれる
四日市港づくりのための
アイデアカード

6661/100
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1)  Dept. Mechanical Engineering, Mie Univ. Graduate Sch. Eng. 

 
Deformation Properties of Fe-based Shape Memory Alloy 

for Loading Conditions 
 1)  1)  1)  1) 

Takamasa Yoshikawa1), Yukihiro Okayama1) , Asato Narusawa1), Tadashi Inaba1) 
Keywords: Fe-based shape memory alloy, Martensitic transformation, Plastic deformation 
 

1    
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2     
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60

( 2)
Ms 15.5

Mf= 14.7
As=126.2 Af=155.6

 
 

Tab. 1 Alloy composition of specimen. 

Fe Mn Si Cr others 

60.8 28.2 6.1 4.8 0.1 

 
Fig.1 Shape of specimen. 

 
Fig.2 Temperature of phase transformation of 

Fe-28Mn-6Si-5Cr shape memory alloy by DSC. 
 

Af 300
(22 )

 
 

von Mises

0 N

250
0 N

 

(AG-10TC )

 

(KFU )

 
 

3  
3

(%)

[MPa]
[ ]

 

 
Fig. 3 Stress-strain curves and temperature-strain 
curves of Fe-28Mn-6Si-5Cr shape memory alloy. 
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130 200
 

 

 

( 4) 4
[MPa]

(%) (a)
(b) (c)

400MPa

( 4(a) (b))

 
Fe-28Mn-6Si-5Cr

400MPa

 
3

4

Fe-28Mn-6Si-5Cr

0.02%

0.02
 

 

 
Fig. 4 Shape recovery strain and plastic strain of 
Fe-28Mn-6Si-5Cr shape memory alloy with loading 
stress on (a) tensile, (b) compressive and (c) torsion 
test. 
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4

 

4
( 5)  
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von Mises
5

von Mises Tresca  
5 Fe-28Mn-6Si-5Cr
0.02

von Mises
4

Tresca
Fe- 

28Mn-6Si-5Cr

 
 

 
Fig.5 (a) Martensitic transformation stress surface 
and (b) yield surface of Fe-28Mn-6Si-5Cr shape 
memory alloy. 

 
4    

Fe-28Mn-6Si-5Cr

 

1) Fe-28Mn-6Si-5Cr

 
2) Fe-28Mn-6Si-5Cr

( 400MPa )

 
3)  Fe-28Mn-6Si-5Cr

von Mises  
4)  Fe-28Mn-6Si-5Cr

Tresca  
Fe-28Mn-6Si-5Cr

Fe-28Mn-6Si-5Cr

 
 

    
( )

 21 (
08-130)  

 
    

1) . 1984. 
2) , , . 

. 1993. 
3) . Fe-Mn-Si

HP, 
http://www.awaji-m.jp/r-and-d/about.html#alloy. 
4) . 

45:697-701 2004. 
5) . FeMnSi

47:865-869 2006. 
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Survey of private forest owners for forest management 

in Mie prefecture 
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Induction of Apoptosis by an Active Steroid Prepared from Ganoderma 
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Analysis of the cellulosome-producing Clostridium cellulovorans genome 

toward the development of next-generation biofuel 
1,2,3) 1) 1) 1,2,3)
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Development of Novel Recycling Methodology of PET Waste 
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Figure 1.  IR spectrum of PET. Figure 2.  IR spectrum of TWARON.

2.2 PET PDA

PET PDA

1

Table 1.  Reaction between PET and PDA at Atmospheric Conditions 

run
PET, g 
(mmol) 

PDA, g 
(mmol) 

solvent
(mL) 

catalyst, 
mg (mmol) 

temp., 
°C 

time, 
h

conv,
(%) 

 1 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

dodecylbenzene (7) none 210  8  0 

 2 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) none 210 15 59 

 3 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) ZrCl4, 121(0.52) 210 24 85 

 4 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) 
Pb(OAc)4, 68 

(0.15) 
210 21 70 

 5 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) 
Sc(OTf)3, 128 

(0.26) 
210 22 67 

 6 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) TFPBA, 92 (0.52) 210 41 72 

 7 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) 
NiCl

2
H

2
O 120 

(0.52) 
210 24 75 

 8 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) DPP, 0.12 (0.52) 210 24 77 

 9 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) TPP, 0.16 (0.52) 210 24 75 

10
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (9) DMAP 50 (0.52) 210 24 60 

14001500160017001800
Wavenumber (cm -1)

14001500160017001800
Wavenumber (cm -1)
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11 
1.0

(5.2) 
0.84
(7.8) 

sulfolane (10) ZrCl4, 121 (0.52) 210 24 84 

12 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

NMP (10) ZrCl4, 121 (0.52) 200 24 83 

13 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (10) ZrCl4, 121 (0.52) 210 72 89 

14 
1.0

(5.2) 
0.62
(5.7) 

sulfolane (10) 
ZrCl4, 121 (0.52), 
HOAt 70 (0.52) 

210 24 85 

15 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

sulfolane (5) ZrCl4, 121 (0.52) 210 24 85 

16 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

m-TP (5g), NOP(1), 
NMP(3)

ZrCl4, 121 (0.52) 270 30 92 

17 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

m-TP (5g), NOP(1), 
NMP(3)

TFPBA, 92 (0.52) 275 18 91 

18 
1.0

(5.2) 
0.56
(5.2) 

m-TP (5g), NOP(1), 
NMP(3)

TFPBA, 92 (0.52) 270 48 91 

S
OO
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C8H17

NOP

Ph Ph
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Table 2.  Reaction between PET and PDA at Reduced Pressure 

run
catalyst, 

mg (mmol) 
temp., 

°C 
Pressure, 
mmHg 

time, (h) conv, 
(%) 1st step 2nd step 

19 none 210 300  2 8 65 

20 ZrCl4, 120 (0.52) 210 300  2 8 74 

21 ZrCl4, 120 (0.52) 210 420 24 6 83 

Conditions: PET = 1.0 g (5.2 mmol), PDA = 0.56 g (5.2 mmol), Solvent = sulfolane (9 mL). 
1st step: Atmospheric pressure, 2nd step: Reduced pressure 

65%
59%

run 19

runs 20 
and 21

2.4 2 run 18
91% DTA
3

PET TWARON

PET
PDA 400

500
30% PET 60%

PET

TWARON

run 18

Temperature (oC)

0                 100               200              300               400              500

0

20

40

60

Figure 3.  DTA of PET, TWARON, and product obtained from run 18 (Table 2). 
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 2009

2) S. Nakano and T. Kato: A new process for 

producing polyamide from polyester, J. Polym. 

Sci: Part A: Polym. Chem., 37:, 1413-1423 

(1999) 

3) Y. Kim, H. D. Roh, and H. C Lee: Conversion 

of polyester into heat-resistant polyamide by 

reacting with aromatic diamine compound, J. 
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学 内 共 同  

利 用 施 設  

生命科学研究支援センター 

知 的 財 産 統 括 室  

社会連携研究センター 

VB L研究戦略室 

社会連携研究室 
伊賀研究拠点 

四日市フロント 

次 世 代 型 電 池 開 発 セ ン タ ー

疾 患 ゲ ノ ム 研 究 セ ン タ ー

極限ナノエレクトロニクスセンター  

コ ネ ク タ 工 学 研 究 セ ン タ ー

地 域 情 報 化 リ サ ー チ セ ン タ ー  

食と農業を科学するリサーチセンター  

環 境 エ ネ ル ギ ー 工 学 研 究 セ ン タ ー  

地 域 E C O シ ス テ ム 研 究 セ ン タ ー  

地 域 バイオプロダクツ研究センター  

メディカルゼブラフィッシュ研究センター 

脳 解 析 セ ン タ ー

地 域 創 生 研 究 セ ン タ ー

歴 史 都 市 研 究 セ ン タ ー

人間共生ロボティクス・メカトロニクスリサーチセンター 

メ デ ィ カ ル バ ン ク 研 究 セ ン タ ー  

YUBAメソッド研究・開発・事業化センター 

マトリックスバイオロジー研究センター 

産業・社会インフラ施設安全技術研究センター 

リサーチセンター群 

キャンパス・インキュベータ 

Ｖ Ｂ Ｌ  

三

重

大

学

 

三 重 T L O

学 内 共 同  

教育研究施設 

連
携
 

※VBLを改組して新産業創生拠点とし、新たに研究
展開支援拠点を設置することとしております。 
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●１ 

●２ 

●３ 

●４ 

●５ 

●６ ●７ 

●１ 

●２ 

●３ 

●４ 

●５ 

●６ 

●７ 

●８ 

●９ 

●10 

●11 

●12

事 務 局 

教育学部 

総合研究棟 II 

共通教育校舎 

生物資源学部 

附属図書館 

人文学部 

医学部附属病院 

医 学 部 

工 学 部 

講　　堂 

総合研究棟 I
●８ 

●９ 

●10

●12

●11

社会連携研究センター 
キャンパス・インキュベータ 
生命科学研究支援センター（遺伝子実験施設） 

Title:1-センター紹介 Page:213  Date: 2010/12/04 Sat 09:39:03



�������

���

� � � ����� ���

�������	
���
����������
��������	
��
����������
�������	
��
�����������
������

�� �
��������	�

�������	

���

��������	
��
����������
�������	
��
�����������
��������	
��
����

� � � ��������	
�����

���

� � � ����� ���

�������	
��
����������
�������	
��
������	���
�������	


� � � ��������	
����

�������	
��

��������
�������	�
��
������������
�������	

� � � �
�������	
��

���

���

�������	
��
���
�������
�������	
��
����������
��������	
��

�

�� � ��������	
�����

��������	
���
���������
�������	
��
����������
�������	
��


� � � �
� � � �
� � � ��
� � � �
� � � �

�������	
��

�������	
����

���

������������������������������������������������������������������������������������������										









��������������������









�������������������	
��
�

��������	
��
�������������������� !"#$%	&'�(
)*+,

�������	
��
����������������	�
�� !"#$%&	
��


���������	
��
� �����

Title:1-センター紹介 Page:214  Date: 2010/12/04 Sat 09:39:08





�������

�������	
���
��������������
�������������� !"#$�

�������	�
��
���������
������������ !�"

�������

��������	
��
���������������
�������������� !�"

�������	
��
����������������������
	� !
"#�	$%&

���

��������	
��
���������������������� !��"#

�������	
��

��������	
��
�

��������	��
���
�����������	���������� !"#��$%�

�����

� � � ���������	
��
�����

���
�����������������

�������	
����
������
��������������

�������

��������	
��
���
�������������
���������
� 

�����

� � � ������������	


� � � ����������	��
��	���
����������
������

�������	
���


��������	
��
���������������������� ��!�"#$%&��

���

�����

���������������	


�������	��������	
�

�������

�
��

�
��
�
	


�
�


�

��

����������������������������������������������������������������������										









��������������������









�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
��
�������������������

�������

① コーディネータ・教員との相談 

② 研究申込み 

④ 契約の締結 

③ 受入決定の通知 

⑤ 研究経費の請求書 

⑥ 研究経費の支払い 

⑦ 研究の開始 共同研究 共同研究 

企業・ 
官公庁等 

三重大学 

請求書の支払期日は、発行日から
20日以内を原則としておりますが、
指定も可能です。 

請求書の発行 
契約の締結後１週間程度を要します。 

外部資金等委員会 

月２回の審査（第２・４金曜日） 
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を 
しております。 
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① コーディネータ・教員との相談 

② 研究申込み 

④ 契約の締結 

③ 受入決定の通知 

⑤ 研究経費の請求書 

⑥ 研究経費の支払い 

⑦ 研究成果・実績報告 受託研究 

企業・ 
官公庁等 

三重大学 

請求書の支払期日は、発行日から
20日以内を原則としておりますが、
指定も可能です。 

請求書の発行 
契約の締結後１週間程度を要します。 

外部資金等委員会 

月２回の審査（第２・４金曜日） 
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を 
しております。 
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① コーディネータ・教員との相談 

② 研究員申込み　　　　　　   

② 研究員の履歴書、健康診断書 

③ 受入決定の通知 

④ 研究料の請求書 

⑤ 研究料の支払い 

⑥ 研究者・技術者の派遣 
研究指導 

企業・ 
官公庁等 

三重大学 

請求書の支払期日は、発行日から
20日以内を原則としておりますが、
指定も可能です。 

請求書の発行 
契約の締結後１週間程度を要します。 

外部資金等委員会 

月２回の審査（第２・４金曜日） 
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を 
しております。 
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① 寄附申込み 

① 寄附受付票 

② 振込依頼書 

④ 礼状 

③ 寄附金の振込 

教育・研究活動 

企業・ 
個人等 

三重大学 

外部資金等委員会 

月２回の審査（第２・４金曜日） 
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を 
しております。 

振込依頼書の発行 
審査終了後１週間程度で発送いたし
ます。 
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三重大学との連携

？

解けない問題

新たな発想

社会連携研究
センター

産学官連携の総
合窓口となり、
関係機関と連携
して、産学官連
携を推進してい
ます。

技術相談

受託研究

産学官連携
コーディネーター

産学官連携のノ
ウハウと、専門知
識を持ち、問題
や得たい成果・
結果に応じた連
携の方針を立案
します。

アドバイスが必要

互いのアイディア、
ノウハウ、設備等
の共有が必要

大学の持つ、特
殊な設備やノウ
ハウが必要

・問題解決

・研究開発テーマ
 発見

・実験、調査などの
 結果

・新製品
・ノウハウ
・知的財産
・人材育成

三重大学との産学官連携による共同研究の実施体制

三重大学との産学官連携による研究開発の基本的な流れ

1

講　座

講座独自の研究テーマを研究

保有資産

共同研究

成果の内容

企業・自治体
保有資産

生産設備、研究者、資金

企業・自治体
保有資産

生産設備、研究者、資金

成果の内容

・特許などの知的財産の獲得

・研究能力を持った人材の育成
・特許などの知的財産の獲得

・研究能力、管理能力を持った人材の育成

・拠点設置による継続的な研究の実施

高度な専門知識、特殊な研究設備、
研究ノウハウ、研究者、教育プログラム

教授
大学の経費で
大学が雇用 ）（

3産学官連携の為に新設した
講座の研究者との共同研究

既設講座の研究者との
共同研究

保有資産
高度な専門知識、特殊な研究設備、
研究ノウハウ、研究者、教育プログラム

）

産学官連携講座
教授

企業の経費で
大学が雇用（

・企業等が希望する課題について研究

・専属の研究者を配置

・講座の運営費用は企業等が負担

・企業等の研究部門の役割を担う

？

！

？

成果の内容

企業・自治体
共同研究共同研究

保有資産
生産設備、研究者、資金

・特許などの知的財産の獲得

・研究能力・管理能力を持った
 人材の育成

2 既設講座内の専属の研究者との共同研究

講　座

プロジェクト研究室

講座独自の研究テーマを研究

保有資産
高度な専門知識、特殊な研究設備、
研究ノウハウ、研究者、教育プログラム

教授
大学の経費で
大学が雇用 ）（

・企業等が希望する課題について
 研究
・専属の研究者を配置
・研究室の運営費用は企業等が
 負担

共同研究共同研究

・企業等の希望に特化した費用対効
果が高い共同研究の実行

・企業等の希望に特化した費用対効
果が高い共同研究の実行

共同研究共同研究

技術相談

産学官連携の
きっかけ

産学官連携の
総合窓口

コーディネーター
による面談

連携で得られるもの連携で得られるもの

学の利用方法
産学官連携を進めるために本
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国立大学法人三重大学 

科学技術相談申込書  

　本学の科学技術相談は、社会連携研究センターと株式会社 三重ティーエルオーが 

共同で行っています。 

国立大学法人 三重大学社会連携研究センター　センター長　殿 

株式会社 三重ティーエルオー　代表取締役社長　殿 

　下記のとおり、科学技術相談を申し込みます。 

記 

所 属  

役 職  

氏 名  

連絡先 
〒 

T E L

e-mail

F A X

U R L

申

込

者

 

フリガナ 

相談事項（なるべく具体的にお書き下さい。） 

担当者（※記入しないでください。） 

平成　　年　　月　　日 

申込書送付先 

〒514-8507　三重県津市栗真町屋町1 5 7 7  

国立大学法人三重大学　社会連携研究センター　社会連携研究室 

　　　　　　　　　TEL：059－231－9763　FAX：059－231－9743
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